
決　　算　　概　　要



厚生年金保険給付調整経理

Ⅰ 　収入について

  国家公務員共済組合法（以下「国共済法」という。）第102条の２及び第102条の３の規定

に基づき国家公務員共済組合連合会より拠出を受ける財政調整拠出金受入金、地方公務員等

共済組合法（以下「地共済法」という。）第38条の８第２項の規定に基づき組合から払い込

まれる組合払込金、資金の運用による信託の運用益である。

（単位：千円）

事業計画額   (A)

60,470,463 52,312,714 △ 8,157,749

51,385,948 91,470,779 40,084,831

178,298,596 530,496,906 352,198,310

290,155,007 674,280,398 384,125,391

Ⅱ 　支出について

  厚生年金保険法（以下「厚年法」という。）第84条の５の規定に基づき年金特別会計に対

して拠出する厚生年金拠出金負担金、地共済法第38条の８第３項の規定に基づき組合へ交付

する組合交付金、地方公務員等共済組合法施行規則（以下「施行規則」という。）第11条の

５の２の規定に基づく業務経理への繰入金等である。

（単位：千円）

事業計画額   (A)

160,510,068 160,510,068 -

- 592,964 △ 592,964

29,272,000 19,720,000 9,552,000

2,159,548 2,159,548 -

191,941,616 182,982,580 8,959,036

組 合 払 込 金

１

   科       目 決　算　額  (B) 比較増減（B）－（A）

財 政 調 整 拠 出 金
受 入 金

信 託 の 運 用 益

   合       計

※ 金額はそれぞれ千円未満を四捨五入しているので、計及び合計の額は一致しないことがある(以下同じ。）。

   科       目 決　算　額  (B) 比較増減（A）－（B）

厚 生 年 金
拠 出 金 負 担 金

組 合 払 込 金
返 還 金

組 合 交 付 金

業務経理へ繰入

   合       計



Ⅲ 　資産の構成割合について

　令和５年３月31日現在における資産の構成割合は、次のとおりである。

（単位：千円、％）

事業計画額 (Ａ）

普 通 預 金 94,459,442 0.8% 1,198,931 0.0% △ 93,260,511

未 収 収 益 178,298,596 1.6% 526,454,385 4.5% 348,155,789

計 272,758,038 2.4% 527,653,316 4.5% 254,895,278

信 託 11,099,479,771 97.6% 11,254,787,108 95.5% 155,307,337

計 11,099,479,771 97.6% 11,254,787,108 95.5% 155,307,337

11,372,237,809 100.0% 11,782,440,424 100.0% 410,202,615

Ⅳ 　運用利回りについて

　厚生年金保険給付調整積立金の管理運用については、安全かつ効率的な方法により運用する

よう極力努めた結果、令和４年度における運用利回りは、4.62％となった。

Ⅴ 　翌事業年度への繰越しについて

　収入総額6,742億8,039万8,451円、支出総額1,829億8,257万9,711円、差引当期利益金4,912億

9,781万8,740円となり、この全額を厚生年金保険給付調整積立金として積み立てた結果、翌事業

年度へ繰り越される厚生年金保険給付調整積立金は11兆7,824億4,042万3,945円となる。

比較増減（B）－（A）

固
定
資
産

合             計

流
動
資
産

区             分 割  合     決  算  額  （B） 割 合



退職等年金給付調整経理

Ⅰ 　収入について

　地共済法第38条の８の２第２項の規定に基づき組合から払い込まれる組合払込金、資金の運

用による信託の運用益である。

（単位：千円）

事業計画額   (A)

14,021,936 13,992,809 △ 29,127

326,386 341,813 15,427

14,348,322 14,334,622 △ 13,700

Ⅱ 　支出について

　施行規則第11条の５の２の規定に基づく業務経理への繰入金である。

（単位：千円）

事業計画額   (A)

810,425 689,024 121,401

810,425 689,024 121,401

２

   科       目 決　算　額  (B) 比較増減（B）－（A）

業務経理へ繰入

   合       計

組 合 払 込 金

信 託 の 運 用 益

   合       計

   科       目 決　算　額  (B) 比較増減（A）－（B）



Ⅲ 　資産の構成割合について

　令和５年３月31日現在における資産の構成割合は、次のとおりである。

（単位：千円、％）

事業計画額 (Ａ）

普 通 預 金 157,392 0.2% 122,666 0.1% △ 34,726

未 収 収 益 326,386 0.3% 341,813 0.3% 15,427

計 483,778 0.5% 464,479 0.4% △ 19,299

信 託 102,668,809 99.5% 102,795,813 99.6% 127,004

計 102,668,809 99.5% 102,795,813 99.6% 127,004

103,152,587 100.0% 103,260,292 100.0% 107,705

Ⅳ 　運用利回りについて

　退職等年金給付調整積立金の管理運用については、安全かつ効率的な方法により運用するよう

極力努めた結果、令和４年度における運用利回りは、0.36％となった。

Ⅴ 　翌事業年度への繰越しについて

　収入総額143億3,462万2,379円、支出総額6億8,902万4,000円、差引当期利益金136億4,559万

8,379円となり、この全額を退職等年金給付調整積立金として積み立てた結果、翌事業年度へ繰

り越される退職等年金給付調整積立金は1,032億6,029万2,337円となる。

固
定
資
産

合             計

区             分 割  合     決  算  額  （B） 割 合 比較増減（B）－（A）

流
動
資
産



経過的長期給付調整経理

Ⅰ 　収入について

　資金の運用による信託の運用益等である。

（単位：千円）

事業計画額   (A)

541,529 645,369 103,840

183,305,960 558,465,974 375,160,014

183,847,489 559,111,343 375,263,854

Ⅱ 　支出について

　一元化法附則第76条の規定に基づく国家公務員共済組合連合会への拠出金、被用者年金制

度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律附則第75条の３において

準用する地共済法第38条の８の２第３項の規定に基づき組合へ交付する組合交付金、施行規

則附則第４条の２第３項において準用する施行規則第11条の５の２の規定に基づく業務経理

への繰入金である。

（単位：千円）

事業計画額   (A)

45,107,406 36,949,657 8,157,749

62,539,000 57,919,000 4,620,000

215,019 215,019 -

107,861,425 95,083,676 12,777,749

組 合 交 付 金

３

   科       目 決　算　額  (B) 比較増減（B）－（A）

利息及び配当金

信 託 の 運 用 益

   合       計

   科       目 決　算　額  (B) 比較増減（A）－（B）

拠 出 金

業務経理へ繰入

   合       計



Ⅲ 　資産の構成割合について

　令和５年３月31日現在における資産の構成割合は、次のとおりである。

（単位：千円、％）

事業計画額 (Ａ）

普 通 預 金 10,943,363 0.1% 5,043,482 0.0% △ 5,899,881

未 収 収 益 183,184,784 1.5% 554,391,217 4.5% 371,206,433

計 194,128,147 1.6% 559,434,700 4.6% 365,306,553

信 託 11,620,463,446 97.8% 11,660,968,960 94.9% 40,505,514

投資有価証券 408,529 0.0% 833,293 0.0% 424,764

生 命 保 険 68,638,074 0.6% 68,742,896 0.6% 104,822

計 11,689,510,049 98.4% 11,730,545,149 95.4% 41,035,100

11,883,638,196 100.0% 12,289,979,849 100.0% 406,341,653

Ⅳ 　運用利回りについて

　経過的長期給付調整積立金の管理運用については、安全かつ効率的な方法により運用するよ

う極力努めた結果、令和４年度における運用利回りは、4.65％となった。

Ⅴ 　翌事業年度への繰越しについて

　収入総額5,591億1,134万2,792円、支出総額950億8,367万6,000円、差引当期利益金4,640億

2,766万6,792円となり、この全額を経過的長期給付調整積立金として積み立てた結果、翌事業

年度へ繰り越される経過的長期給付調整積立金は12兆2,899億7,984万8,586円となる。

割  合     決  算  額  （B） 割 合 比較増減（B）－（A）

流
動
資
産

区             分

固
定
資
産

合             計



４ 厚生年金拠出金経理

Ⅰ 　収入について

　厚年法第84条の５及び第84条の７の規定に基づき各組合及び当連合会が負担する厚生年金拠

出金負担金並びに同法第84条の３の規定に基づき年金特別会計から交付される厚生年金交付金

である。

（単位：千円）

    科        目        事業計画額  (A)        決  算  額   (B）     比較増減（B）－（A）

厚生年金拠出金負担金 3,116,999,957 3,116,999,957 -

厚 生 年 金 交 付 金 3,410,306,908 3,410,306,908 -

合         計 6,527,306,865 6,527,306,865 -

Ⅱ 　支出について

　厚年法第84条の５の規定に基づき年金特別会計へ納付する厚生年金拠出金及び同法第84

条の４の規定に基づき各組合へ交付する厚生年金交付金支払金である。

（単位：千円）

科        目        事業計画額  (A)     比較増減(Ａ)－（B）

厚 生 年 金 拠 出 金 3,116,999,957 3,116,999,957 -

厚生年金交付金支払金 3,410,306,908 3,410,306,908 -

合        計 6,527,306,865 6,527,306,865 -

       決  算  額   (B）



５ 基礎年金拠出金経理

Ⅰ 　収入について

　国民年金法第94条の４の規定に基づき各組合が負担する基礎年金拠出金負担金及び国民年

金法等の一部を改正する法律（昭和60年法律第34号）附則第35条第２項の規定に基づき年金

特別会計から交付される基礎年金交付金である。

（単位：千円）

    科        目        事業計画額  (A)        決  算  額   (B）     比較増減（B）－（A）

基礎年金拠出金負担金 1,517,676,583 1,517,676,582 △ 1

基 礎 年 金 交 付 金 45,299,146 45,299,146 -

合         計 1,562,975,729 1,562,975,728 △ 1

Ⅱ 　支出について

　国民年金法第94条の２第２項の規定に基づき年金特別会計へ納付する基礎年金拠出金及び

施行規則第11条の15第１項の規定に基づき各組合へ交付する基礎年金交付金支払金である。

（単位：千円）

科        目        事業計画額  (A)     比較増減(Ａ)－（B）

基 礎 年 金 拠 出 金 1,517,676,583 1,517,676,582 1

基礎年金交付金支払金 45,299,146 45,299,146 -

合        計 1,562,975,729 1,562,975,728 1

       決  算  額   (B）



６ 厚生年金保険預託経理

Ⅰ   収入について

　地方公務員等共済組合法施行規程（以下「施行規程」という。）第12条の３の規定に基づき

組合から預託された預託金の運用による信託の運用益である。

（単位：千円）

科        目  事業計画額 （A）  決  算  額  （B） 比較増減（B）－（A）

信 託 の 運 用 益 1,447,346 3,040,650 1,593,304

合            計 1,447,346 3,040,650 1,593,304

Ⅱ   支出について

　地方公務員共済組合連合会預託金管理運用規程（以下「預託金運用規程」という。）第11条の

規定による組合への支払利息等である。

（単位：千円）

科        目  事業計画額 （A）  決  算  額  (B） 比較増減（A）－（B）

支 払 利 息 1,447,346 2,750,882 △ 1,303,536

収 益 調 整 金 償 却 - 289,769 △ 289,769

合            計 1,447,346 3,040,650 △ 1,593,304

Ⅲ   運用利回りについて

　預託金運用口全体の令和４年度の運用利回りは、3.81％である。



７ 退職等年金預託経理

　施行規程第12条の３の規定に基づき組合から預託される預託金は見込まれないことから、

予算を計上しておらず、実際に預託されなかった。



８ 経過的長期預託経理

Ⅰ   収入について

　施行規程附則第１条の３において準用する施行規程第12条の３の規定に基づき組合から預託

された預託金の運用による信託の運用益である。

（単位：千円）

科        目  事業計画額 （A）  決  算  額  （B） 比較増減（B）－（A）

信 託 の 運 用 益 1,546,784 3,346,758 1,799,974

合            計 1,546,784 3,346,758 1,799,974

Ⅱ   支出について

　預託金運用規程第11条の規定による組合への支払利息等である。

（単位：千円）

科        目  事業計画額 （A）  決  算  額  (B） 比較増減（A）－（B）

支 払 利 息 1,546,784 2,997,072 △ 1,450,288

収 益 調 整 金 償 却 - 349,686 △ 349,686

合            計 1,546,784 3,346,758 △ 1,799,974

Ⅲ   運用利回りについて

　預託金運用口全体の令和４年度の運用利回りは、3.89％である。



９ 介護保険経理

Ⅰ   収入について

  介護保険法第137条第１項の規定に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する介護保険料の

納入金である。

科       目  事業計画額 （A） 比較増減（B）－（Ａ）

介護保険料納入金 4,509,839 4,438,779 △ 71,060

合             計 4,509,839 4,438,779 △ 71,060

Ⅱ   支出について

  介護保険法第137条第２項の規定に基づき市区町村へ納入する介護保険料である。

科       目 比較増減（Ａ）－（Ｂ）

介 護 保 険 料 4,509,839 4,438,779 71,060

合            計 4,509,839 4,438,779 71,060

（単位：千円）

決　算　額 　(B)

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)



10 国民健康保険経理

Ⅰ   収入について

　国民健康保険法第76条の４において準用する介護保険法第137条第１項の規定及び地方税法

第718条の４の規定に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する国民健康保険料及び国民健

康保険税の納入金である。

科       目 比較増減（B）－（Ａ）

国民健康保険料（税）
納 入 金

45,435 46,125 690

合             計 45,435 46,125 690

Ⅱ   支出について

　国民健康保険法第76条の４において準用する介護保険法第137条第２項の規定及び地方税法

施行令第56条の89の11の規定に基づき市区町村へ納入する国民健康保険料及び国民健康保険税

である。

科       目 比較増減（Ａ）－（Ｂ）

国民健康保険料（税） 45,435 46,125 △ 690

合            計 45,435 46,125 △ 690

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)



11 後期高齢者医療経理

Ⅰ   収入について

　高齢者の医療の確保に関する法律第110条において準用する介護保険法第137条第１項の規定

に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する後期高齢者医療保険料の納入金である。

科       目 比較増減（B）－（Ａ）

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 料 納 入 金

5,649,023 5,422,173 △ 226,850

合             計 5,649,023 5,422,173 △ 226,850

Ⅱ   支出について

　高齢者の医療の確保に関する法律第110条において準用する介護保険法第137条第２項の規定

に基づき市区町村へ納入する後期高齢者医療保険料である。

科       目 比較増減（Ａ）－（Ｂ）

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 料

5,649,023 5,422,173 226,850

合            計 5,649,023 5,422,173 226,850

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)



12 個人住民税経理

Ⅰ   収入について

  地方税法第321条の７の６の規定に基づき特別徴収義務者である組合が徴収する個人住民税

の納入金である。

科       目 比較増減（B）－（Ａ）

個人住民税納入金 2,142,645 2,021,154 △ 121,491

合             計 2,142,645 2,021,154 △ 121,491

Ⅱ   支出について

  地方税法施行令第48条の９の18の規定に基づき市区町村へ納入する個人住民税である。

科       目 比較増減（Ａ）－（Ｂ）

個 人 住 民 税 2,142,645 2,021,154 121,491

合            計 2,142,645 2,021,154 121,491

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)

（単位：千円）

   事業計画額  (A) 決　算　額 　(B)



13 業務経理

　収入について

　地方公務員共済組合連合会定款第22条に規定する組合分担金（組合員１人当り1,120円）

等である。

事業計画額　(A) 決  算  額　(B） 比較増減（B）－(A）

　

　支出について

(1) 本年度中に行った主な会議は、次のとおりである。

　ア　役 員 会

　イ　運営審議会

(2) 本年度中に行った監査は、次のとおりである。

  ア  監事会議                   

  イ  決算監査

　ウ  中間監査

  エ  例月監査

  オ  定期監査（監査員監査）

　ア　基礎年金支払代行に係るシステムの維持管理及び事務

  イ　標準システムの維持管理

　ウ　情報共有化システムの運営及び維持管理

　エ　年金払い退職給付関連システムの維持管理

　オ　社会保障・税番号制度に係るシステムの運営及び維持管理

　カ　各種情報交換及び特別徴収に係る事務

　キ　年金事務担当者研修会

　ク　資金運用全国説明会

　
△ 204,5926,470,578

22-

（単位：千円）

3,406,985 △ 83,193

  １回

  １回

3,490,178組 合 分 担 金

雑 収 入

  １回

厚 生 年 金 保 険 給 付
調 整 経 理 よ り 繰 入

退 職 等 年 金 給 付
調 整 経 理 よ り 繰 入

経 過 的 長 期 給 付
調 整 経 理 よ り 繰 入

2,159,548

合         計

Ⅱ

  １回

  ３回

Ⅰ

科         目

-

△ 121,401

-

810,425

215,019

2,159,548

689,024

215,019

  12回

  ３回

6,675,170

(3) 本年度中に行った主な事業は、次のとおりである。



　ケ　年金積立金の管理・運用

　コ　広報誌「連合会だより　ＰＡＬ」（６回）の発行

  サ  年金払い退職給付に係る基準利率、終身年金現価率及び有期年金現価率の算定と、

  　算定結果に係る組合員等への広報

　シ　年金払い退職給付に係る財政検証と、その結果に係る組合員等への広報

 

(4)　これらの会議及び事業を行うために要した経費は、次のとおりである。

事業計画額　(A) 決  算  額　(B） 比較増減（A）－(B）

 

　当期損失金及び剰余金の繰越しについて

　翌事業年度へ繰り越す資産等について

  流 動 負 債

職 員 給 与 716,570 689,468 27,102

旅 費 5,062 896 4,166

（単位：千円）

科         目

役 員 報 酬 73,771 73,724 47

委 託 費 6,088,638 5,088,723 999,915

事 務 費 17,367 17,070 297

調 査 研 究 費 180,101 143,848 36,253

賃 借 料 374,399 359,009 15,390

負 担 金 152,593 135,143 17,450

普 及 費 27,673 19,848 7,825

前 期 損 益 修 正 損 - 14,832 △ 14,832

減 価 償 却 費 13,427 13,454 △ 27

そ の 他 22,774 21,719 1,055

Ⅲ

合         計 7,672,375 6,577,734 1,094,641

となり、翌事業年度へ繰り越される剰余金は、16億7,109万664円となる。

Ⅳ

　翌事業年度へ繰り越す資産、負債及び資本は、次のとおりである。

（単位：千円）

   収入総額64億7,057万8,125円、支出総額65億7,773万3,584円、差引当期損失金1億715万5,459円

流 動 資 産 5,803,229 3,966,721

固 定 資 産 128,379   固 定 負 債 293,797

  　負 債 合 計 4,260,517

  剰   余   金 1,671,091

  　資 本 合 計 1,671,091

資 産 合 計 5,931,608 負 債 ・ 資 本 合 計 5,931,608


